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仙台市の新型インフルエンザ対策

～診療所・病院が連携した『仙台方式Jの医療提供体制～

20101F5月 12日
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～仙台市メディカル・アクションプログラム～

1。 医療の確保
(1)軽症患者は、「かかりつけ医」など最寄の診療所を受診する。

市内329診療所が協力申出 :内科系232ヵ 所、小児科系43ヵ 所、その他54ヵ 所
→仙台市は、協力申出の診療所に、従事者用の予防薬とマスクを配付

(2)重症患者 (中等症を含む)は、病院で入院治濃を行う。     ①
市内21病院が協力申出 (→病院の特徴・意向に応じた機能分担)
重症患者 → 3病院
中等症患者→18病院

(3)仙台市が、メディカル・ コールセンター 04時間対応 )を設置する。
診療所・病院への情報提供・問合せ対応 (現実的には [健康相談コールセンター」で対応)

(実施例)国方針、国内・市内の流行状況、海外機関からの最新知見
薬・資材の流通状況、重症患者の受入調整など

2.感染予防・感染拡大抑制
①予防知識の市民啓発、予防機種(イ ンフル・肺炎球菌)の勧奨、小学校欠席率調査・公表

②健康相談コールセンター(24時間対応)、 学校休校要請、報道機関と連携した情報提供等
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「仙台方
市医師会との信頼関係～

`H19.4～ 新型インフルエンザ感染予防購習会の開催 (延
べ50回 )

手洗い 。うがい 。マスク着用など、市民レベルの対策を普及啓発

仙台市医師会との初協議
<共通認識>
(1)感染スピー ドは速く、当初からバンデミックを想定した対策を検討する。

(2)患者の受診行動を踏まえ、現実的な医療提供体制を構築する。

<市医師会の意向>                        /′
｀

(1)医師会は、新型インラルエンザ始

(2)仙台市に対する要望 ①流行状浙
②診療所復
③重症患宅

仙台市メディカル 0アクシヨンラ

仙台市メディカル・ネツトワーク会議での協議 にれまで5回開催)
メンバー :感染症専門家、仙台市医師会、市内主要病院、

1山台市薬剤師会、宮城県看護協会、宮城県、仙台市

仙台市医師会感染症検討委員会での協議
仙台市 :オ ブザーバー参加

仙台市医師会新型インフルエンザ研修会の開催
診療所 =病院関係者に協力要請

マスコミが「仙台方式」と名付ける
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褐豊 今後の取り組み
～「仙台方式」の進化を目指して～

仙台市感染症対策タスクフォース

東北大学・仙台市医師会・仙台市による「仙台市感染症対策タスクフォースJを設置

し、HlNlの 第二波や新型インフルエンザ (H5Nl)の 発生に備え、医療の現状

■
１

を踏まえた対策を検討する。

電]
2.仙台市メディカル 0ネ ットワ…ク会議

タスクフォースの検討を踏まえ、仙台市内の医療関係者の連携強化を図ると共に、

最新の知見に基づいた正確な情報提供により、市民 口事業者に冷静な対応を促す。

-3-



那覇市立病院

那覇市立病院 内科

知花なおみ
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2009インフルエンザ検出状況
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メキシコで新型
インフルエンザ
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地下1階 ;急病センター

那覇市医師会参加型 発熱外来

・ JL、  日断塁[ヨ ;10-212曜K8/22′ 23′ 29′ 30′ 9/5′ 6)

1階皮膚科・脳外科外来

医師会からの応援

-12時～16時、16時γ20時

―内科2人、小児科1人

カルテ、処方箋

―院外医師は手書き



那覇市医師会参加型発熱外来
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沖縄県看護協会 ;電話対応

FII A陽性患者数、入院患者数
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対応 ;まとめ
・
ξ嘉8夕扉疇茜若ξ美ヲ了¥嘉妥七訴

`植

テ者で、
一集中する週末は那覇市医師会の協力による発熱外来で対応
―那覇市近郊拠点病院でのイ

沼 ぉ尻そ憾     粂谷穀露理罫鑓曽F警年前れ

・ 電話相談も増加
―沖縄県看護協会ボランティアが対応

・ 入院、外来ともに小児科が多かつた
―
嘉優暑1蓬鷲    症例情報を参考に、重症例に

ついては

・ 観光客・マスコミヘの対応
―県が観光局などと連携
一沖縄県医師会によるマスコミとの懇談会開催
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